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★知識の整理★

【１】一般角の三角関数

点Ｏを原点とする座標平面上で，χ軸の正の部分を始線ＯＸと

し，角θの動径をＯＰとする。

点Ｐが，原点Ｏを中心とする半径ｒの円周上にあり，その座標

を(χ，ｙ)とするとき，

ｙ χ ｙ
， ，

ｒ ｒ χ

の値は，半径ｒに関係なく，θによって決まる。すなわち，

０≦θ≦πのときの三角比と同様に，θが一般角の場合にも，上の値はθによって決まる。

ｙ χ ｙ
sinθ＝ ， cosθ＝ ， tanθ＝

ｒ ｒ χ

π π
と定義し，それぞれ，θの正弦，余弦，正接という。ただし，tanθは，θが や－

２ ２

のように，χの値が０となるようなθの値に対しては定義されない。このように定義する

と，sinθ，cosθ，tanθはθの関数で，これらをまとめてθの 三角関数 という。

４
(例) θ＝ πのとき，sinθ，cosθ，tanθの値は，次のようになる。

３

図のように，ＯＰ＝２とすれば，Ｐ(－１，－ )となるから，３
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